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第 3 6 回 茨 城 建 築 文 化 賞  県 建 築 士 事 務 所 協 会

［ 県 議 会 議 長 賞 ］

日 立 市 立 日 高 小 学 校

［ 住 宅 部 門 最 優 秀 賞 ］

ひ た ち な か の 平 屋
● 岩 瀬 卓 也 建 築 設 計 事 務 所

［ 住 宅 部 門 優 秀 賞 ］

囲 み 庭 の あ る 家
● 株 式 会 社 カ ナ ザ ワ 建 築 設 計 事 務 所

［ 入 選 ］

牛 久 市 立 ひ た ち 野 う し く 中 学 校
● 株 式 会 社 久 米 設 計

［ 入 選 ］

就 労 支 援 事 業 所 わ ー く る ほ ー ぷ
● 株 式 会 社 s c al e 一 級 建 築 士 事 務 所

［ リ フ ォ ー ム 賞 ］

箱 田 の 家 古 民 家 再 生 工 事
● 有 限 会 社 吉 田 建 築 計 画 事 務 所

● 施 工 者 ／ り ん か い 日 産 ・ 三 秀 ・ 久 下 谷 建 設 関 連 共 同 企 業 体

　 住 所 ／ 茨 城 県 水 戸 市 泉 町 3 － 4 － 2 8 （ 代 表 ： り ん か い 日 産 建 設 株 式 会 社 ） 

● 建 築 面 積 ／ 2 5 1 9. 2 ㎡ 　 ● 延 床 面 積 ／ 6 1 7 6. 7 4 ㎡ 　 ● 構 造 ／ Ｒ Ｃ 造 一 部 Ｓ 造

● 株 式 会 社 三 上 建 築 事 務 所

　 住 所 ／ 茨 城 県 水 戸 市 大 町 三 丁 目 4 番 3 6 号

● 建 物 所 在 地 ／ 茨 城 県 日 立 市 日 高 町 2 丁 目 1 2 番 1 号

［ 県 知 事 賞 ］

た か は ぎ 認 定 こ ど も 園
● 株 式 会 社 梓 設 計

　 住 所 ／ 東 京 都 大 田 区 羽 田 旭 町 1 0 － 1 1 M F I P 羽 田 3 Ｆ

● 施 工 者 ／ 日 興 建 設 株 式 会 社

　 住 所 ／ 茨 城 県 高 萩 市 安 良 川 9 1 5 番 地 4

● 建 物 所 在 地 ／ 茨 城 県 高 萩 市 本 町 4 丁 目 5 番 地

● 建 築 面 積 ／ 1 6 6 3. 2 9 ㎡ 　 ● 延 床 面 積 ／ 1 2 9 1. 0 4 ㎡

● 構 造 ／ Ｗ 造 一 部 Ｓ 造

［ 設 計 主 旨 ］

こ の こ ど も 園 に は 廊 下 が な い 。 園 児 の 主 動 線 は 半 屋 外

の 縁 側 で あ る 。 深 い 軒 の 縁 側 で 園 舎 を 包 込 み 、 保 育 室

へ の 縁 側 か ら の 直 接 の ア ク セ ス を 可 能 と し 、 登 園 ・ 降 園

の 渋 滞 緩 和 、 感 染 症 対 策 の 離 隔 ・ 消 毒 ス ペ ー ス を 確 保 し

た 。 ま た 、 縁 側 は 、 雨 天 時 の 滞 留 ス ペ ー ス や 、 運 動 会

の 観 客 席 、 夏 の 日 陰 や 雨 天 時 の 遊 び 場 、 多 目 的 ホ ー ル

と の 屋 内 外 の 連 携 を 可 能 に す る 等 、 多 岐 に わ た る 活 用

が 可 能 で あ る 。 大 屋 根 は 、 Ｌ 字 型 の 中 央 の 多 目 的 ホ ー

ル を 頂 点 と し て 、 保 育 室 へ と 気 積 が ゆ る や か に 変 化 す

る 。 高 さ の 変 化 す る 屋 根 を 登 り 梁 形 式 と し 、 建 物 周 囲

の 高 さ を 抑 え な が ら 、 小 屋 組 み の な い 最 大 限 の 内 部 空

間 を 確 保 し た 。 棟 木 の 代 わ り に 鉄 骨 Ｆ Ｂ を 使 用 し 、 棟

木 に よ る 圧 迫 感 を 軽 減 し た 。 ア フ タ ー コ ロ ナ 時 代 で は 、

感 染 症 対 策 と し て 、 十 分 な 離 隔 ス ペ ー ス を 求 め ら れ る

が 、 建 築 面 積 を 増 や す に は 限 界 が あ る 。 主 動 線 を 半 屋

外 化 を す る こ と で 、 ア フ タ ー コ ロ ナ 時 代 の 拡 が り と 多

様 性 あ る 園 舎 を 目 指 し た 。

［ 茨 城 新 聞 社 賞 ］

星 乃 珈 琲 店 守 谷 店
● ボ ン ド ア ー キ テ ク ツ

　 住 所 ／ 愛 知 県 名 古 屋 市 南 区 笠 寺 町 姥 子 山 6 － 1 

● 施 工 者 ／ 日 本 建 設 株 式 会 社

　 住 所 ／ 東 京 都 港 区 芝 三 丁 目 8 番 2 号 　 芝 公 園 フ ァ ー ス ト ビ ル 1 9 Ｆ

● 建 物 所 在 地 ／ 茨 城 県 守 谷 市 百 合 ヶ 丘 2 丁 目 2 7 2 9

● 建 築 面 積 ／ 2 3 5. 6 ㎡ 　 ● 延 床 面 積 ／ 1 8 3. 7 5 ㎡

● 構 造 ／ 混 構 造 （ Ｒ Ｃ ＋ Ｓ ＋ Ｗ ）

［ 設 計 主 旨 ］

郊 外 環 境 と 共 生 す る 持 続 的 な 店 舗 。 一 般 に 郊 外 店 舗 は

周 辺 環 境 と 無 関 係 な 計 画 と な る こ と も 多 く 、 当 該 チ ェ

ー ン も そ の 傾 向 は 顕 著 で あ っ た 。 本 計 画 は 「 環 境 と の

つ な が り 方 」 か ら ロ ー ド サ イ ド 建 築 を 再 考 し た も の で

あ る 。 計 画 敷 地 は 幹 線 道 路 に 対 し て 奥 に 深 く 、 周 囲 に

は 雑 木 林 が 広 が っ て い た 。 こ の よ う な 特 徴 は 他 の ロ ー

ド サ イ ド に お い て も 散 見 さ れ る 。 そ こ で 残 存 す る 自 然

と 近 接 す る よ う に 、 三 角 形 状 の ボ リ ュ ー ム を 敷 地 奥 に

寄 せ 、 幹 線 か ら 引 き を と る 配 置 す る 計 画 と し た 。 そ し

て 雁 行 型 平 面 に よ り 環 境 と の 接 点 を 最 大 化 し 、 立 体 的

な フ ァ サ ー ド や 、 外 部 と 多 様 に つ な が る 客 席 、 庭 園 の

よ う な エ ン ト ラ ン ス を 計 画 し た 。 こ の よ う な 空 間 に 対

し 、 お お ら か な 片 流 れ 屋 根 を 掛 け 断 面 的 に 大 き な 気 積

を 持 つ 構 成 す る こ と で 、 客 席 な ど 下 部 空 間 の 更 新 を 許

容 す る 柔 軟 性 を 有 し つ つ 、 上 部 空 間 に お い て 扇 垂 木 に

よ る 架 構 自 体 が 意 匠 の 一 部 と し て 空 間 を 彩 る こ と で 、

将 来 的 に 内 装 が 更 新 さ れ て も 維 持 さ れ る 強 度 と 持 続 性

を 持 っ た 空 間 を 目 指 し た 。

［ 茨 城 県 建 築 士 事 務 所 協 会 長 賞 ］

花 や さ と 山 サ ー ク ル ロ ッ ジ
（ 石 岡 市 ふ れ あ い の 森 宿 泊 棟 ）

● 若 栁 ・ 大 山 設 計 共 同 企 業 体 　

　 住 所 ／ 茨 城 県 つ く ば 市 台 町 1 丁 目 8 － 1 、 茨 城 県 筑 西 市 新 治 1 9 9 6 － 5 6

● 施 工 者 ／ 平 成 建 設 株 式 会 社 　 住 所 ／ 茨 城 県 石 岡 市 府 中 2 丁 目 3 番 1 6 号

● 建 物 所 在 地 ／ 茨 城 県 石 岡 市 下 青 柳 字 龍 頭 1 9 4 番 の 一 部

● 建 築 面 積 ／ 9 8 7. 7 7 ㎡ 　 ● 延 床 面 積 ／ 6 8 0. 6 7 ㎡ 　 ● 構 造 ／ Ｗ 造

［ 設 計 主 旨 ］

茨 城 県 フ ラ ワ ー パ ー ク に 隣 接 す る 石 岡 市 ふ れ あ い の 森 。 フ ラ

ワ ー パ ー ク の リ ニ ュ ー ア ル に 合 わ せ 、『 や さ と の 森 に 暮 ら す ～

人 生 を 変 え る 里 山 の 体 験 ～ 』 の コ ン セ プ ト を 具 体 化 し 、 ふ れ

あ い の 森 を 里 山 の 魅 力 を 再 発 見 ・ 再 発 信 す る こ と の で き る 観

光 拠 点 に 一 新 す る こ と を 目 的 に 、 園 内 の 総 合 デ ザ イ ン （ ブ ラ

ン デ ィ ン グ ） 、 空 間 デ ザ イ ン 及 び 改 修 や 新 設 す る 施 設 の 基 本 設

計 、 実 施 設 計 を 行 っ た 。 サ ー ク ル ロ ッ ジ は 保 安 林 に 囲 ま れ た

丘 陵 地 の 最 頂 部 に 位 置 し 、 建 物 本 体 を 含 め グ ラ ン ピ ン グ ・ ウ

ッ ド デ ッ キ の 配 置 計 画 に あ た っ て は 環 境 の 変 化 や 樹 木 の 伐 採

が 最 小 限 と な る よ う 配 慮 し た 。 現 在 、 広 場 に 残 し た 桜 の 木 も

サ ー ク ル ロ ッ ジ の シ ン ボ ル と な っ て い る 。 建 物 本 体 は 宿 泊 棟 、

ト イ レ ・ シ ャ ワ ー 棟 、 管 理 棟 の 3 棟 で 構 成 し 、 地 上 部 で は 外 廊

下 、 屋 上 は 筑 波 山 や や さ と の 風 景 、 星 空 を 眺 め る サ ー ク ル デ

ッ キ で ひ と つ な が り に な っ て い る 。 ま た 、 茨 城 県 産 材 の 利 用

や 工 期 短 縮 を 含 め た 環 境 負 荷 の 軽 減 、 木 の 風 合 い を 最 大 限 に

活 か す た め パ ネ ル ロ グ （ 角 材 を 束 ね た 面 材 ） を 採 用 し た 。

［ 設 計 主 旨 ］

既 存 校 舎 は 敷 地 南 側 に 配 置 さ れ て い る 。 既 存 校 舎 で の 学 校 運

営 を 維 持 し な が ら 新 校 舎 を 建 設 す る こ と 、 北 側 隣 地 の 住 民 へ

の 周 到 な 配 慮 が 課 題 だ っ た 。 加 え て 、 体 育 館 と プ ー ル は 継 続

し て 使 用 す る こ と が 条 件 で あ っ た 。 校 舎 は 矩 形 に ま と め 、 既

存 運 動 場 部 分 に 南 北 を 長 手 と し て 配 置 し た 。 矩 形 の 校 舎 は 建

物 が 占 有 す る 地 面 が 小 さ い 。

内 部 の 移 動 距 離 が 短 く 、 外 壁 面 積 が 小 さ い な ど の 利 点 が 生 ま

れ る 。 反 面 、 南 面 し な い 教 室 が 生 ま れ 、 自 然 採 光 や 通 風 の 確

保 に 工 夫 も 必 要 と な る 。 教 室 の 南 面 性 に よ る 夏 季 の 熱 負 荷 の

増 大 や 冬 季 の 直 射 日 光 な ど 欠 点 も 解 決 し 、 二 つ の 中 庭 に よ っ

て 採 光 通 風 を 確 保 し 、 矩 形 の 校 舎 を 実 現 し た 。 構 造 は 原 則 、

壁 体 と 床 版 で 構 成 さ れ る 。 壁 は 扁 平 な 柱 を 包 含 す る 耐 震 壁 、

床 版 は 扁 平 な 梁 を 包 含 す る ヴ ォ イ ド ス ラ プ で あ る 。 外 周 面 と

直 行 す る 壁 は 一 枚 の 壁 体 と し て 自 立 し 、 中 庭 ま で 視 線 を 透 過

す る 。 作 意 の 表 出 を 最 小 限 に 留 め 、 構 造 体 が 建 築 の 骨 格 を 形

づ く っ て い る 。  （ 撮 影 ： 堀 内 広 治 ）

［ 土 木 部 長 賞 ］

日 立 オ リ ジ ン パ ー ク

● 株 式 会 社 日 立 建 設 設 計 　 　 住 所 ／ 東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 3 － 1 1 － 7

● 施 工 者 ／ 鹿 島 建 設 株 式 会 社 関 東 支 店

　 住 所 ／ 埼 玉 県 さ い た ま 市 大 宮 区 下 町 2 － 1 － 1

● 建 物 所 在 地 ／ 茨 城 県 日 立 市 大 み か 町 6 丁 目 1 9 番 2 2 号 

［ 設 計 主 旨 ］

小 平 記 念 館 （ 新 築 ） を 中 心 に 、 創 業 小 屋 （ 最 初 の 製 品 が 誕 生

し た 工 場 を 再 復 元 ） ・ 1 9 3 6 年 開 業 の 大 み か ク ラ プ （ 改 修 ） と 一

体 的 に 再 構 築 し 、 日 立 製 作 所 の 歴 史 な ど を 広 く 一 般 に 公 開 す

る 企 業 ミ ュ ー ジ ア ム で あ る 。 小 平 記 念 館 の 大 断 面 集 成 材 に よ

る 連 続 す る 切 妻 屋 根 は 、 起 源 （ オ リ ジ ン ） で あ る 創 業 小 屋 の

屋 根 構 成 を モ チ ー フ と し 、 印 象 的 な 外 観 と し つ つ 歴 史 あ る 大

み か ク ラ ブ と 調 和 す る 計 画 と し た 。 エ ン ト ラ ン ス か ら は 創 業

小 屋 を ガ ラ ス 越 し に 印 象 的 に 見 せ る 演 出 で 来 館 者 を 迎 え 、 大

空 間 の 展 示 ホ ー ル で は リ ア ル と デ ジ タ ル が 連 携 し た 新 し い 展

示 体 験 価 値 を 提 供 す る 。 大 開 口 を 設 け た 開 放 的 な 多 目 的 ホ ー

ル で は 、 校 外 活 動 や セ ミ ナ ー 等 に 利 用 可 能 で 地 域 交 流 の 場 と

し て も 活 用 さ れ る 。 ま た 、 開 業 当 時 の 面 影 を 残 す 大 み か ク ラ

ブ 木 造 部 は 岸 田 日 出 刀 、 Ｒ Ｃ 造 の 旧 玄 関 部 分 （ 1 9 7 4 ） は 岡 田

新 一 の 設 計 に よ る も の で 、 今 回 実 施 し た 内 装 改 修 ・ 耐 震 補 強

に よ り 、 往 時 の 姿 を 再 現 し て い る 。


